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6 月
定例会

（文責本人）市 政 を 問 う

問�

　
令
和
２
年
度
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
国
の

調
査
結
果
の
認
識
や
感
想

は
。答

（
教
育
長
）�

　

こ
の
結
果
を
、
仮
に
本

市
の
生
徒
数
に
置
き
換
え

た
場
合
、
中
学
２
年
生
の

約
２
０
０
人
の
５
・
７
％

で
あ
れ
ば
11
人
が
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
驚
き
と
と
も
に
憂

慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問�

　
市
内
の
中
学
校
や
高
校

へ
の
当
該
調
査
は
あ
っ
た

の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

過
日
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
調
査
対
象
と
は
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
回
答
だ

っ
た
。

問�

　
市
内
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
事

案
の
有
無
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

遠
野
市
要
保
護
児
童
対

策
協
議
会
は
、
本
調
査
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ

れ
る
ケ
ー
ス
は
１
件
と
回

答
し
て
い
る
。

問�

　
学
校
現
場
で
の
早
期
発

見
の
取
り
組
み
の
必
要
性

と
、
周
知
啓
発
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

朝
の
健
康
観
察
、
授
業

や
部
活
動
で
の
日
常
観
察

等
で
児
童
生
徒
の
変
化
や

サ
イ
ン
を
見
落
と
さ
な
い

よ
う
、
日
常
的
・
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
達
の
人
権

は
損
な
わ
れ
た
状
態
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
部
局
と
の
連
携
を
図

り
、
周
知
・
啓
発
を
進
め

た
い
。

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

　
家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人

が
い
る
場
合
に
、
大
人
が
担

う
よ
う
な
ケ
ア
責
任
を
引
き

受
け
、
家
事
や
家
族
の
世
話
、

介
護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳
未

満
の
子
ど
も
を
い
い
ま
す
。

答
（
市
長
）�

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
養

成
を
継
続
し
、
新
し
く
当

事
者
と
支
援
者
を
つ
な
ぐ

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
活
動

に
取
り
組
み
、
本
人
や
家

族
へ
の
細
か
な
支
援
を
推

進
し
て
い
く
。

問�

　
認
知
症
の
方
が
徘
徊
等

で
事
件
・
事
故
等
に
巻
き

込
ま
れ
た
場
合
、
本
人
や

家
族
に
代
わ
っ
て
自
治
体

が
損
害
賠
償
を
す
る
保
険

救
済
制
度
を
導
入
す
る
考

え
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
２
年
７
月
末
で
全

国
に
60
ほ
ど
の
導
入
自
治

体
が
あ
る
が
、
費
用
負
担

の
公
平
性
の
観
点
な
ど
か

ら
慎
重
な
検
討
が
必
要
と

考
え
る
。

問�

　
２
０
２
５
年
に
は
５
人

に
１
人
が
認
知
症
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
市

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
２
０

２
１
に
掲
げ
る
認
知
症
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
は
。

教
育
長	

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

	

案
件
は
１
件
と
認
識

瀧本 孝一 議員
（遠野令和会）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
把
握
と
周
知
は

一問一答方式

認知症を支える
やさしいまちづくりは

市長 	住み慣れた地域で
	 自分らしく暮らせるまちに

【�厚生労働省・文部科学省の実態調査で、中学 2年・
高校 2年の 20人に 1人がヤングケアラーと推察
される結果となった】

遠
野
市
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

計
画
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
12
月
に
設
置

さ
れ
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
等
検
討
特
別
委
員
会
で

は
、

︵
１
︶
市
民
へ
の
正
確
な

伝
達
に
よ
り
、
議
会
へ
の

関
心
の
向
上
を
図
る
。

︵
２
︶
効
率
的
で
迅
速
な

議
会
運
営
を
図
る
。

︵
３
︶
調
査
研
究
の
迅
速

化
と
深
化
を
図
る
。

︵
４
︶
危
機
管
理
体
制
を

強
化
す
る
。

の
４
点
を
基
本
的
考
え
方

と
し
た
「
遠
野
市
議
会
Ｉ

Ｃ
Ｔ
推
進
計
画
」
を
作
成

し
た
。

　

特
別
委
員
会
か
ら
、
計

画
書
の
詳
細
内
容
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。

　

各
議
員
か
ら
は
議
会
ス

ペ
ー
ス
の
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
環

境
整
備
の
充
実
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
開
催
す
る
た

め
の
条
件
整
備
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
︵
端
末
︶
購
入
の
方

法
な
ど
今
後
の
議
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
進
め
る
た
め
の
貴
重

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
ど
も
本
の
森
に
つ
い
て

　

７
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン

す
る
「
こ
ど
も
本
の
森
」

を
視
察
し
、
整
備
進
捗
状

況
を
調
査
し
た
。
市
の
担

当
者
か
ら
、
施
設
の
運
営

体
制
、運
営
資
金
の
状
況
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
７
人
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
そ
の
愛
称

募
集
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
。

　

安
藤
忠
雄
氏
か
ら
『
民

話
の
里
の
遠
野
の
地
は
子

ど
も
の
た
め
の
図
書
館
を

つ
く
る
場
所
と
し
て
、
最

も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま

す
。「
こ
ど
も
本
の
森
遠

野
」
か
ら
豊
か
な
感
性
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
世

界
に
羽
ば
た
い
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

我
々
も
大
い
に
期
待
し

た
い
と
思
う
。

　
　

文
責　

照
井
文
雄

　

感
染
症
予
防
対
策
を
工

夫
し
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

方
式
に
よ
る
懇
談
会
を
開

催
し
た
。
グ
ル
ー
プ
単
位

で
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
る
た
め
、
テ
ー
マ
を
絞

っ
た
懇
談
で
は
有
効
で
あ

る
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分

で
何
が
で
き
る
の
か
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
た
」「
こ

の
よ
う
な
機
会
が
ま
た
あ

れ
ば
い
い
」
な
ど
の
好
評

な
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

「
受
け
手
」「
支
え
手
」
と

い
う
意
識
を
超
え
る
能
動

的
な
発
想
の
醸
成
の
一
助

に
な
れ
ば
嬉
し
い
。

　

集
約
し
た
意
見
や
オ
ー

プ
ン
後
に
見
え
て
く
る
実

際
の
課
題
等
の
検
証
を
目

的
に
、
今
後
も
懇
談
を
継

続
し
た
い
。
テ
ー
マ
や
各

ラ
ウ
ン
ド
の
時
間
設
定
の

工
夫
、
小
中
高
生
や
老
人

ク
ラ
ブ
等
の
多
様
な
年
代

か
ら
も
参
加
を
募
る
な

ど
、
次
回
開
催
に
向
け
協

議
を
す
す
め
た
い
。

調	

査	

日 

令
和
３
年
５
月
11
日

所
属
議
員	

菊
池　
美
也　
　

 

菊
池　
浩
士

 

佐
々
木　
僚
平　

 

萩
野　
幸
弘

 

菊
池　
巳
喜
男　

 

浅
沼　
幸
雄

調	

査	

日 

令
和
３
年
５
月
21
日

参
加
議
員	

18
名

市
政
調
査
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

学んで
行動する
議会へ

ファシリテーターが手を挙げたら、手を挙げ会話を中断します。


